
　こま愛好家の枇杷紘一朗さんと喜代子さんが、青森の
「ずぐり」や日本昔話のからくりごまといった、全国の珍
しい民芸こまなどを実演。こま回しの体験もできます。
　また、水舞流和太鼓「羽衣」が和太鼓の演奏を披露し
ます。入館料が必要です。
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　明けましておめでとうございます。
　市民の皆さまには、輝かしい新年をお
迎えのこととお喜び申し上げます。
　昨年は、大型台風の度重なる襲来など
により、各地で甚大な被害が発生し、自
然の驚異を痛感いたしました。あらため
て被災された皆さまに心よりお見舞いを
申し上げます。
　一方、人々が支え合いながら希望に満
ちた新たな時代を切り開いていくという
思いが込められた新元号「令和」の幕が
開き、秋にはバレーボールやラグビーの
ワールドカップが開催され、日本代表の
活躍に大きな感動と勇気をもらいました。
　いよいよ今年は、東京五輪・パラリン
ピックが開催されます。日本中が活気に
あふれ、皆さまが明るく元気に過ごせる
ことを期待しています。
　川西市は、新名神高速道路やキセラ川
西地区の整備などにより、新たな姿へと
変貌を遂げ、さらなる飛躍が求められて
います。川西市議会も情報発信や政策提
案を通して、魅力あるまちづくりに全議
員が一丸となって取り組んでまいります
ので、引き続きご理解とご支援をお願い
いたします。
　どうか、本年が皆さまにとって素晴ら
しい１年になりますよう、心よりお祈り
申し上げます。
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越田 謙治郎
川西市長

　明けましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、清々
しい新春をお迎えのことと、お喜び申し
上げます。
　新春を迎え、市長として新しい時代に
ふさわしいまちづくりを、皆さまととも
に進めようと決意を新たにしています。
　さて、本市では、令和元年度から 3年
間を財政健全化の集中期間と位置づけ、
昨年は 95 事業の再検証を行いました。
本年も引き続き事業を検証し、市政運営
に反映してまいります。
　また、「かわにし新時代」を構築するた
め、昨年 6月に「かわにし市民会議」を
立ち上げました。その声を４月から始ま
る「第２次川西市総合戦略」に反映し、
事業実施においても市民の皆さまが参画
できる仕組みを検討していきたいと考え
ています。
　私が、昨年１年間の市政運営を通して
感じたことは、川西市の財産は、豊かな
自然や利便性の高さに加え、市民のチカ
ラだということです。今年も「市民と共
に歩む」という基本姿勢のもと、市政運
営を行ってまいりますので、何卒よろし
くお願いいたします。
　本年が、皆さまにとりまして、素晴ら
しい１年になりますよう心からお祈り申
し上げます。
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　１月 14 日㈫午後１時―3時（受け付けは 2時半まで）に、市民などを対象に内覧会
を開催。供用開始を前に、普段は見られない消防庁舎内や訓練塔を見学できます。希
望者は当日会場へ。駐車場には限りがあるため、公共交通機関を利用してください。

１月 14日に一般内覧会を開催します

郷土館のイベント

新春を祝う
こま遊びと和太鼓

郷土館　 （794）3354問い合わせ

場所　郷土館１月12日　　
こま回しの実演と体験　午前 10時―正午
和太鼓の演奏　午前９時半―10時、正午―午後０時半

　１月５日㈰～ 26 日㈰に、江戸時代の鉱山におけ
る採掘と製錬の様子を描いた六曲一双の屏

びょうぶ
風を展

示。入館料が必要です。

旧平安家所蔵「鉱山図屏風」の開帳
新年最初の展示

消防本部総務課　 （757）9945問い合わせ

とき　


